
様式第３号 

会    議    録 

会 議 の 名 称         
令和５年度第１回朝霞市立朝霞第七小学校 

学校運営協議会 

開 催 日 時          
令和５年４月２１日（金） 午後 １時３０分～ 

             午後 ２時３０分 

開 催 場 所          朝霞市立朝霞第七小学校 １階 第２図工室 

出 席 者          
学校運営協議会委員８名 

事務局 ２名（朝霞第七小学校教頭・主幹教諭） 

会 議 内 容          

１ 学校運営協議会委員・事務局の自己紹介 

２ 任命書の伝達 

３ 学校長あいさつ 

４ 学校経営計画について 

５ 令和５年度学校行事計画について 

６ 学校応援団について 

７ 会議録の承認 

８ 今後の学校運営協議会の開催日程 

（第２回学校運営協議会 令和５年６月１０日（土）午 

後１時３０分より）※お時間ありましたら午前中の学校

公開参観をお願いします。 

９ 学校長より 

会 議 資 料          

・会議次第 

・令和５年度年間行事計画 

・学校だより４月～５月号 

会 議 録 の        

 

作 成 方 針 

 □電磁的記録から文書に書き起こした全文記録 

 □電磁的記録から文書に書き起こした要点記録 

 ☑要点記録 

 □電磁的記録での保管（保存年限   年） 

電磁的記録から文書に書き起こした

場合の当該電磁的記録の保存期間 

□会議録の確認後消去 

□会議録の確認後〇か月 

会議録の確認方法：委員長による確認 

そ の 他 の          

必 要 事 項          
 傍聴者  ０人 

 

 

 

 

 



  審議内容（発言者、発言内容、審議経過、結論等）                             

１ 学校運営協議会委員・事務局の自己紹介 

 

 

２ 任命書の伝達 

 

３ 学校長あいさつ 

 ・初めての校長職であり、まだ朝霞の学校に勤めて１０年に満たない。  

 ・元は中学校の社会科の教員であった。県内の上尾市で長い間勤めてい

た。平成のはじめはまだ中学校も荒れている状況であった。子供と真

正面に向き合う、大人が本気で付き合うことを決意した。  

 ・市内は二中が一番長く、七小も二中校区として多く接点を持っていた。 

 ・中学校と小学校の違いが大きいが、どのように巣立っていけばよいの

かという点はよく分かっている。今年の新一年生も６年間、中学校へ

向けて大きく羽ばたかせてあげたい。 

 ・今年度も始まり、３週間がたった。ポストコロナをどのように迎える

かという点が大きな課題である。感染対策は続けていくが、今のとこ

ろ感染者は出てはいない。昨年度末はインフルエンザで学級閉鎖が市

内でも起こった。 

 ・子供たちも精一杯新しい環境で頑張っている。  

 

 ・委員長  石井裕久様 

副委員長 勝瀬亮助様 に決定。 

 

４ 学校経営計画について 

（校長） 

・昨年度後半から、コロナウイルスの感染も落ち着いてきており、今年

度も５月から社会的にも対応が変化してくる。学校においても、個人

の判断に委ねられている。 

 ・学校はコロナ禍以降、新たな収穫や気付きもあった。子供たちは一人

一台タブレット端末を持つようになり、学級全員、学校全員が同時に

使うネットワーク環境等も急速に整備された。  

 ・単にコロナ前に戻すのではなく、成果が得られたもの等を取り込みな

がら、新たな学校生活への枠組みに入れていくことが重要である。  

 ・学校は、子供たちの学び舎である。何より子供がいなければ、何もで

きない器でしかない。以前のコロナ禍当初に臨時休校があった際、子

供がいない状況はとても寂しいものであった。「はじめに子どもあり

き」の精神で進めていく。 

 ・本校の学校教育目標「考える子（知）  思いやりのある子（徳）  た

くましい子（体） 心豊かにたくましく生きる児童の育成」はこれか

らも掲げていく。 



 ・目指す児童像については、学び合い、認め合い、高め合いの３つの観

点で進めていく。 

 ・目指す学校像については、「未来」というキーワードを使い、昨年度ま

でのものを一つの文章にまとめた。実現するために、５つの取組を進

めていく。２点目の「できる喜びを体感させ」とは、子供たちができ

なかったものができるようになる、勇気を出す一歩につながることで

ある。 

 ・本校の学校運営協議会は、令和３年度からスタートしたと聞いている。

コミュニティスクールがどのような役割を果たしていけるかという点

を注視して、進めていく。 

 

 ○委員長から学校経営方針について、承認の可否を確認。 

  →出席者全員の承認を得る。 

 

（校長） 

・学校経営を進めていくうちに、学校経営方針をアップデートしていき

たいと考えている。 

 

＜学校運営協議会委員で校舎を巡回し、授業を参観。＞ 

 

５ 令和５年度学校行事計画について 

 ・今年度は低学年も生活科見学として、智光山公園・葛西臨海公園を目

的地として、バスに利用して実施する。社会科見学も含め、コロナ前

に戻っていく予定。 

 ・１月には、おやじの会主催のもちつきを実施する。  

 

６ 学校応援団について 

（教頭） 

 ・家庭科 ミシン、生活科 昔遊び 等で協力をお願いする予定。 

 ・その他、教職員よりお願いがある場合、教頭から協力者などについて

問い合わせをさせていただくことがある。ぜひご協力をお願いしたい。 

 

 ○（いじめ防止について） 

（教頭） 

・昨年度のいじめを受けて、前年度の校長・教職員で協議・検討し、い

じめ防止基本方針を改定した。 

 ・組織的な対応に課題があったため、学校が一丸となって取り組むよう

に動けるよう改定している。また、アンケートの実施等を含め、いじ

めに実態把握・迅速な対応にも努めていく。  

 

７ 会議録の承認 



 ・委員長から本会議の承認の可否を確認。  

→ 出席者全員の承認を得る。 

 

８ 今後の学校運営協議会の開催日程 

（第２回学校運営協議会 令和５年６月１０日（土）午前９時３０分より） 

 

９ 学校長より 

 ・本日は最後に今年度の開催予定をお伝えしたが、今年１年間、お一人お一人

の力をお借りして、最終的には「子供たちのために」ご協力をお願いしたい。 

 

 


